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国士舘大学大学院 救急システム研究科（修士課程）  

第 Ⅰ 期 入学試験 

試験科目名：小  論  文  

 

 

この度公表された American Heart Association ○R 「ガイドライン２０２５ ハイライト」に示される「よ

り多くの自己心拍再開、さらに機能的予後良好」に向けて、新しい推奨事項と更新された推奨事項をもと

に理想的な C P R 活動を実現するためにどのような取り組みが必要か、あなたの考えを述べなさい。  
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■出題の意図 

 

２０２５年１０月に AHA 蘇生ガイドライン２０２５のハイライトが公表された。 

救急医療を担うものとしては、迅速なブラッシュアップは不可欠であり、ただ公表物

を鵜呑みにするのではなく、何が課題となっていて、それに対する自身の考え方につい

て研究をする準備ができているかを問う出題とした。 

 

 

■採点のポイント 

 

 病院前救護活動に精通したガイドラインの変更点となる箇所を主に採点箇所として認識

し、それに対する課題の認識、それに対する自身の意見が論理的に述べられているかを採

点の基準とした。 

具体的には、成人の一次救命処置、新生児の救命処置、P B L S、心停止後の治療、特別

な状況における心停止、教育科学などについての言及が出来ていれば評価の対象となる。 

 

詳細採点ポイント 

 

（ガイドライン２０２５における幾つかの変更箇所） 

成人の一次救命処置 

・頭頸部外傷のある成人で，下顎挙上と気道補助具の挿入によっても気道が確保できない

場合は，救助者は頭部後屈―あご先挙上法で気道を確保すべきである。 

・成人の心停止に対して，機械式 CPR装置の常用は推奨されない。 

・心停止の成人に除細動パッドを取り付ける際，下着を外さずに位置を調整することは妥

当としてよい。 

新生児の救命処置 

・多くの場合，60 秒以上の臍帯遅延結紮中に新生児の評価とモニタリングを行うことが

可能であり，出生後も親との肌と肌の接触を継続できる。 



・蘇生を必要とする新生児は，肺の効果的な換気が最優先となる。 

・医療従事者が個人およびチームとして訓練を受け，新生児蘇生が必要となることを想定

し，準備をしておく必要がある。 

・呼吸補助や酸素投与を受けている新生児には、できるだけ早くパルスオキシメーターを

装着すベきである。 

P B L S 

小児心停止の多くが二次的なものであることを踏まえると、介護者による乳児の重篤な状

態での早期認識、市民救助者への C P R訓練、そして迅速な救急医療へのアクセスが、転

機改善のために極めて重要である。 

心停止状態の乳児および小児では、C P Rの中断を最小限に抑え、胸骨圧迫の中断時間は

１０秒未満にすべきである。 

重度の異物による気道閉塞（FBAO）がある小児には，物体が排出されるか，反応がなくな

るまで，背部叩打 5回と腹部突き上げ法 5回を交互に繰り返す 

 

 

（これに対する解答の例） 

上述した通りガイドラインの変更点は多岐にわたる。この全てが我が国の蘇生ガイドラ

インにそのまま反映されるわけではないが、いずれにも言えることが十分な研鑽が必要と

なることは明確である。 

推奨されている課題に対し、現状の活動を見直し、さらなる課題を見つけることが次世

代への課題をつなぐことにもなり、防ぎ得た死亡を少しでもなくすための努力は今後ます

ます必要となると考える。 

またこれらのガイドラインの変更から見える次のアウトカムへの取り組みも必要で新規

性の高い研究がますます重要となる。そのためにも科学的知識の探究は必要であり、量的

研究や質的研究についての知識を身につけることは、今後の救急救命士に必要なことだと

考える。 

など 

 


